
「不安と緊張の年度初め」 

社会福祉法人三愛学園理事長 髙瀨一使徒 

 

 令和 7 年度が始まりました。新年はお祭り気分で日々が流れてゆきますが、4 月の年度初めは 

不安と緊張の中で流れてゆきます。特に新任職員の方々や入園・入学をした児童も暫くは不安と 

緊張の日々を過ごさなければなりません。また新任職員が通らなければならない「子どもの試し行動」はこれから始

まります。ですから先輩職員たちはこれらの職員や子どもたちに対して細かい気配りをしながら必要に応じてサポー

トしてゆきます。一方でこの時期になると暖かい日差しや一斉に開花する桜や春の花々が職員と子どもたちの緊張を

ほぐしてくれます。本当に神様はタイミングよく私たちに必要なものを備えて下さいます。 

私個人にとって令和 7 度は法人創立 50 周年記念事業の準備の年になります。計画している様々な事業や活動が令

和 8 年度末までに実施できるよう整えてまいります。50 周年事業のコンセプトは、「①関係者に感謝する ②法人

の歩みを記憶する ③未来に繋げる環境整備をする ④他の小さな団体を支援する」です。このコンセプトと事業内

容は 10 年前に 40 周年記念事業で実施したものをモチーフにしています。財政的な課題もありますが、可能な限り

助成金や寄付金を募り進めたいと考えております。引き続き皆様のご支援をよろしくお願いいたします。 

 

―法人創立 50 周年記念事業概要― 

① 【感謝会プロジェクト】  

(ア) 外部関係者をお招きして感謝会を開く。（令和 8 年 7 月ごろ） 

(イ) 法人関係者、職員及び児童が参加する感謝会を開く。（令和 8 年 10 月ごろ） 

② 【メモリープロジェクト】  

(ア) 50 周年記念誌（フォトブック）を発行する。（令和 8 年 6 月までに） 

(イ) 本園敷地内に 50 周年記念モニュメントを設置する。（令和 8 年 6 月までに） 

③ 【環境整備プロジェクト】  

(ア) 取得した土地に、駐車場、ミニサッカーコート、ドッグランを整備する（令和 9 年 3 月までに） 

(イ) 子ひつじ寮の環境整備を行う。⇒入所者と退所者が憩える場を整備する。（令和 9 年 3 月までに） 

④ 【支援事業プロジェクト】  

(ア) 社会的養護の必要な子どもたちの支援をしている国内団体を支援する。（令和 9 年 3 月までに） 

(イ) タイの児童養護施設の支援及び職員を短期研修で受け入れる。（令和 9 年 3 月までに） 

(ウ) タイの児童養護施設の子どもたちと交流の機会を持つ。（令和 9 年 3 月までに） 

 

最後になりますが、今年度のさんあい祭り（創立記念祭）は 6 月 1 日（日曜日）に開催いたします。 

例年のように食べ物の屋台、野菜や日用品のバザー、ゲームコーナー、ダンスや和太鼓の出し物等、楽し

い企画満載です。どうぞ万障お繰り合わせの上、ご来場下さい。心よりお持ちいたしております。 
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大きな家、大きな家族 

 

児童養護施設さんあい 施設長 平本 実 

 

先日、ドキュメンタリー映画『大きな家』を観ました。ある児童養護施設とそこ

で暮らす子どもたちの日常を追う内容です。スクリーンの中で当事者である子ども

たちは顔を隠すことなく、時に、自らが置かれている環境について本音を語ってい

ます。映画の中で語られたエピソードの中で、私が特に印象に残ったのが、施設の中高生数名がネパール

の児童養護施設、いわゆる孤児院を訪問し、そこで入所している子どもたちと交流する場面です。その中

に、自分にとって施設は家ではない、職員も他の児童も自分の家族ではない、家とは家族とは何だろうと

自問している女の子がいます。彼女は、自分の中のもやもやした気持ちを整理するヒントにならないか

と、ネパールの施設に入所している同年代の女児に尋ねます。「あなたにとって施設とは？」「施設で一緒

に暮らす人たちは、あなたにとってどんな存在なの？」という問いに対して、「ここは私の“家”」「大人

も子どもも私の“家族”」という答えが帰ってきました。本心からの答えなのか確かめるすべはありませ

んが、現実と向き合い、受け止めていることが感じられました。 

日本の施設は多くが個室化、衣食住はもちろん学習の機会も保障され、小規模ユニット化が進み、子ど

もと職員が個別で関わる時間を増やす努力も続けられています。一方、ネパールの施設では電気や水道

などインフラも十分ではない、個室どころか何十人もが大部屋で寝起きし、子ども一人一人のために職

員が割ける時間はとても限られています。それは施設の中に限られることではなく、地域社会にはそれ

以上に多くの人々が貧しさの中に暮らしています。だからこそ、人々にとって今ある空間は大切な“家”

となり、周囲の人々はかけがえのない“家族”となるのです。 

以前、途上国支援の仕事をしたときに、私自身もこの“家”や“家族”の概念の広さを感じることがた

びたびありました。医療や教育、社会保障制度が十分でないところほど、セーフティーネットとしての血

縁を超えた人のつながりが果たす役割を人々は熟知していて、お互いを大切にして拡大家族＝コミュニ

ティを形成します。 

さんあいでは、この１月からは施設の敷地外に地域小規模施設を開設しました。独立した家屋の地域小

規模では、買い物の仕方や、電話の受け答え、近隣の方との付き合い方、戸締りや防犯意識の醸成など、

これまで施設の敷地の中ではなかなかできなかったライフスキルを身に着ける体験を子どもたちができ

ることが期待されています。核家族が一般的な“家族”のスタイル

となった日本では、社会に出ていく準備をするためには絶好の環境

といえるでしょう。 

いっぽうで幅広い年齢、様々な文化や価値観、様々な個性を持っ

た人たちと交わりセーフティーネットを広げていく力は、核家族の

ような小さな単位の中だけでは養えません。施設や学校、地域社会

のたくさんの多様な人々とのかかわりの中で子どもたちが育ち、

「大きな家」、「大きな家族」の中で生きていることを実感できるた

めに、さんあい本園、地域小規模、地域の様々な方々が協力、連携

することがますます重要になっていることを実感しています。 
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地域小規模施設の前庭には家庭菜園が

あり、ジャガイモとイチゴが植えられ

ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

A1. ブルースハープ   A2.「普通」   A3. 歌手 

A4. 良い意味でも悪い意味でも年を取らない。 

A5. 何事にも動じない職員。 

【自己アピール】私は「普通」を目指します。上記の通り「何事にも動じない」、つまり いつ

でも普通の状態でいられる人です。頑張ります！ 

 

 

 

Q1.特技  Q2.好きな言葉 Q3.子どもの頃の夢  Q4.周りの人からこんな性格（人）と言われます。 

Q5.こんな職員になりたい。 ・自己アピールを一言！ 

齋藤
さいとう

 真
しん

一郎
いちろう

 

A1. 絵を描くこと（絵の具・デジタル）・ピアノ  A2.「そんなときもある」    

A3. 塩辛屋さんのお嫁さん  A4. 優しい・真面目 

A5. 人の気持ちに寄り添える職員になりたいです。 

【自己アピール】弱気ではありますが根気強いです。失敗も多くあると 

思いますが、精一杯努力します。 

 

 

竹内
たけうち

 咲乃
さきの

 

A1. バスケットボール   A2. 「あなたはあなたであればいい。(マ

ザー・テレサ)」 A3. ナウシカになること(風の谷のナウシカ) 

A4. ポンコツだといわれます、、。 

A5. 信頼される職員になりたいです。 

【自己アピール】運動は大得意なので沢山遊びましょう！ 

 

 

 

 

品川
しながわ

 渚
なぎさ

 

A1. 漫画の早読み  A2. 「一度しかない自分の人生を思いっきり楽しめ。後悔だけはす

るな。」   A3. 保育士とおもちゃ屋さん   A4. 人見知りで静かそうに見えるけど

実は関わってみると凄く元気でうるさいと言われます。 

A5. 笑顔が絶えず、子ども達から頼られる職員になりたいです。 

【自己アピール】笑顔を忘れずたくさんの方と関わっていきたいと思っています。些細な悩

みや質問からでもいいのでお話しください！あなたの味方として応援します！さんあい職

員の 1 人として全力を尽くしていきますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

中野
なかの

 楓
ふう

 

A1. 球技（サッカー、野球以外）   A2.「昨日の自分を越えて行

け」;シンプルだけど、誰かと比べるのではなくて、昨日より前に進む自分を大事にする。 

A3. 消防士・保育士 A4. 陰で地道に努力をしている人って言われました。 

A5. 子どもからも周りの職員からも任せられるような職員。中澤さんって意外と頼もしいな

って思われる職員になりたいです。 

【自己アピール】まだまだ分からないことだらけでたくさん迷惑をかけてしまいますが、皆さんの役に立てるような

人になりたいと思います。たくさん失敗をしてしまう事もありますが温かい目で見守っていただけると幸いです。 

 

 

 

 

中澤
なかざわ

 朱
しゅ

羅
ら
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４月１２日（土）保育園・小学校・中学校・高校へ入園、入学、進学した子ども達のお祝いをする会が開かれま

した。楽しいパーティーには欠かせない料理のメニューは、子ども達のリクエストをもとにして栄養士が準備。子

ども達の門出を祝福し、心をこめて職員が全て手作りで用意しました。新入園、入学生たちは、まだ着慣れない新

しい制服に身を包み、緊張しながらも新たな道への目標を堂々と発表。新任職員による出し物も大いに盛り上が

り、楽しいひと時となりました。 

【頑張りたいこと】 

～小学校入学～ 

K ちゃん：国語 

H くん ：図工 

【頑張りたいこと】 

～保育園入園～ 

H ちゃん：お給食を沢山食べること 

K くん：パズルをがんばります 

【頑張りたいこと】 

～高校入学～ 

Y ちゃん：部活・勉強 

T くん：ブロックを制覇 

S ちゃん：専科の授業・部活 

 

【頑張りたいこと】 

～中学校入学～ 

S ちゃん：数学 Y ちゃん：部活 

R ちゃん：国語 

シルエットクイズで大盛り上がり♪ 
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 おいし～ 

 おめでと～ 

かんぱ～い 



さんあいインタビュー                   第 11回                                                       
 

この 4月からさんあいで非常勤心理士としてお手伝いをいただいている林美江さん。

これまでも一時保護所の子どもたちのための学習ボランティアや、法人理事としてさん

あいの子どもたちや組織のためにご奉仕いただいています。 

 

① 心理士はとはどのような仕事をするのですか？わかりやすく教えてください。 

対象となる方の心の問題に寄り添いながら、問題解決に向かって一緒に考え、伴走し

ていきます。時にはその方をよりよく知るための心理検査なども行います。 

 

② さんあいの子どもたちにとって心理士がいることでどんなメリットがありますか？                             

何か困ったことがあったとき、辛いことがあったときお部屋とは違う空間で、個人的にその問題に対して一

緒に考え、整理するお手伝いができます。何より園の中に心理士がいるということで、子どもたちや支援する

職員さんたちに安心感をもってもらうことができるかと思います。 

 

③ そもそも、心理士になろうと思ったきっかけは何ですか？ 

十数年ほど前ですが、ご縁があり大学の学生相談室で受付をやっていました。そこで多くの学生に会いまし

たが、心理に関する特段の知識や経験もなかったため、どう対応したらよいのか戸惑うことがありました。同

僚の心理士の先生に相談しながら対応していましたが、もっと学生たちのことを理解したい、寄り添いたいと

いう思いから、心理に興味を持ちました。 

その仕事を辞めた後、漠然と若者支援を行いたいという思いを持ちました。そのためには何か資格があった

ほうがよいだろうと思い、子育てもちょうどひと段落したところだったので、40代後半で通信制の大学に編

入、その後臨床心理士の指定大学院に進学し、50代で臨床心理士、公認心理師の資格を取得しました。 

 

④ さんあいでは非常勤ですが、それ以外の時間は何をしておられますか？ 

 現在、熊谷市の巡回相談員として週１日心理検査等を実施する傍ら、NPOを設立し、中学生以上の子どもたち

のための居場所支援事業を行っています。そこでは、不登校であったり、家に居づらかったりする子たちのた

めに自由に過ごせる場所を提供。みんなでゲームをしたりおしゃべ

りをしたり、ときには勉強をしたりと楽しく過ごしています。私は

クリスチャンで、一緒に立ち上げをしてくれたスタッフも教会のメ

ンバーなので、NPOの名称は「若者支援ひろば三愛」にしました。

名称の「三愛」は、神を愛し、自分を愛し、隣人を愛する、という

三つの愛が由来です。 

社会福祉法人三愛学園の“三愛”と名称が被るので、高瀬理事長

にお許しを乞うたところ快く承諾していただけました。 

 

 

⑤ これからのさんあいに期待すること、何か希望などありましたらお教えください。 

 今まででもそうでしたが、これからもさんあいならではの暖かい家庭的養護を実践してもらえたら良いなと

思います。 
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若者支援ひろば三愛では夕食も提供し

ます。お腹も心も満たせる居場所です。 



 

退所の日 

高等部 2 年の時からお世話になってい

た実習先に、この春から就職が決まった S

君。高校も無事卒業し、退所の日を迎えま

した。就職先は飲食店。飲食関係の実習は

初めてでしたが、一生懸命に取り組んだこ

とが評価され、就職に至りました。また、

退所に際して、それまで自分が集めていた

ポケモンカードを売り、その売り上げのお

金をさんあいに寄付したいと申し出てく

れました。今までお世話になった場所に恩

返しをしたいという思い、他者を思いやる

気持ちを持ってくれたことに職員は皆、感

動しました。春からの生活の場はグループ

ホーム。自分らしく元気に頑張ってほしい

と願っています。       （成田） 

 

女の子オリーブ 

オリーブ女の子は、年中 1 人、小学 3

年生 1 人、小学 6 年生 2 人、中学 3 年

生1人のメンバーでラウンドワン前橋へ

出かけました。普段、外出がままならな

い分、行きの車内からワクワク感でいっ

ぱい。ラウンドワンに着くと、2 組に分

かれて各々がしたいものを楽しみまし

た。私は年中の子とペア―になり、小さ

なゴーカートに乗って競争をしたり、ボ

ールプールでボールを投げあったり、す

べり台を一緒に滑ったりしました。たく

さん笑顔が見られ私も嬉しい気持ちにな

りました。外出から日にちが経った今で

も「楽しかった！また行きたい！」と思

い出話しで盛り上がります。 （加藤小）            

 入学式 

さんあいから新しく、2 名が小学校に、3 名が中学校に入学

しました。新 1 年生の 2 人はピカピカのランドセルを背負い

笑顔で出発しましたが、いざ体育館に入ると緊張した面持ち。

最後まで座っていられるのか、返事はしっかりできるのか、こ

ちらの不安をよそに 2 人共、立派に入学式を終える事ができま

した。一方、中学生は、1 クラスだった小学校とは違い、生徒

数も多く 5 クラスになるので自分がどこのクラスになるのか

と期待と不安を抱きながら昇降口に向かいます。クラス表を確

認し、それぞれの思いはありつつも、笑顔で手を振り新しい教

室へと入って行きました。保育園から小学校、小学校から中学

校と、環境が変わる事で新たな一面や、更なる成長を見つけて

いくことが楽しみに思えた入学式となりました。 （岩崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ひつじ寮 

ようやく気温が安定し始め、子ひつじ寮でも利用者の新学期に向けた動きが活発化してきました。現在 8 名い

る利用者の内訳は、高校生、大学生、就労者、障害サービス利用者等様々です。それぞれ、規則正しい生活を身に

着けようと頑張っている人、仕事に定着し、将来の一人暮らしのためにお金を貯めている人、これから専門学校で

学ぶべく頑張っている人、高校や大学に通いながらアルバイトをし、旅行や友達と遊びに行ったりと充実した生

活を送っている人もいます。寮では朝と夕に食事を提供していますが、メニューはバラエティーに富んでいます。

定番メニューのカレーやうどん、手作りツナサンドやガパオライス、ボロネーゼ、それからデザートなどです。職

員は、調理をしながら利用者たちと近況やゲーム、ファッションや音楽の話をしたりして盛り上がります。利用者

支援で難しい所は、個々のニーズに合った社会資源に繋げていくことです。職員と利用者が話し合い、本人が思い

描く目標に向かって前に進もうとする姿を見るとき、それは喜びに変わります。時に立ち止まり悩んでも、乗り越

えると次の目標が見えてくる事もあります。あまり干渉されたくない年頃でもありますが、本人のやり方、進み方

を尊重しつつ、見守って行けたらと思っています。                       （釜谷） 

アニマルクラブ 新入生仲間入り 

ぶどうの木にインコ７羽が新しい仲間とし

て加わることになりました。ぶどうの木の奥

の部屋を鳥小屋に改造。アクリル板越しに中

の様子を見ることもできます。インコといえ

ばセキセイインコが有名ですが、このアフリ

カ原産の新入生たちはコザクラインコと呼ば

れる種類。頭から首元まではあんず色、背中

や羽は黄緑色でとても色鮮やかです。人にも

なつきやすいと言われているので子どもたち

とも早く慣れて欲しいなと思います。 

（ブログより） 

いちょうの広場 

編集後記 

 屋根より高い鯉のぼり～♪と、この季節になると多くの子が口ずさみます。江戸時代に武家で始まった端午の

節句に男児の健やかな成長を願って始まったとされる日本の風習ですが、最近は大空高く泳ぐ鯉のぼりをあまり

見かけなくなりました。しかしさんあいのご近所さんでは、毎年立派な鯉のぼりが空高く泳ぎます。この鯉のぼ

りのように広い世界を自由に泳ぎたくましく育ってほしいと願うばかりです。   （広報タスクチーム一同） 

６ 

いつもあたたかいご支援ありがとうございます。 

ご寄付は右記の口座にお願いします。           埼玉りそな銀行 岡部支店（普）0058888 

＊お名前をお入れください＊                  ﾌｸ）ｻﾝｱｲｶﾞｸｴﾝ ﾘｼﾞﾁｮｳﾀｶｾｶｽﾞｼﾄ 


